
 

 

 

 

 

２０２５年（令和７年）11 月１１日 福山市立山手小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

11 月６日（木）の３・４校時に、広島県危機管理監 みんなで減災推進課 マイ・タイ

ムライン推進グループ 推進員の２名の方をお迎えし、出前講座を実施しました。この講

座では、土砂災害や洪水災害などの自然災害の基礎知識を学び、防災意識を高めること

が主な目的です。 

これまで発生した西日本豪雨災害などの事例を通して、「命を守るためにどのような準

備や行動が必要か」自助・共助の大切さについても学びました。 

山手学区は、これまで風水害の被害を受けてきました。福山市の水害ハザードマップ

を用いて、学校周辺がどのような状況にあるのか全員で確認し、災害は決して他人ごと

ではないという認識を深めました。 

５年生は、総合的な学習の時間を中心に、「災害から山手町を守ろう」という学習に取

り組んでいます。今回の出前講座をきっかけに、一人一人が自分の命を守る行動、周り

の人の命を守る行動についてさらに考え、学習を深めていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

１１月７日に、地震が発生した場合に加え、その後津波が起きた場合にも直ちに身の

安全を守る行動がとれるように、避難訓練を行いました。 

どの学年も、緊急地震速報が鳴るとすぐに机の下にもぐって身を守り、その後も静か

に速やかに南校舎・北校舎の４階へ避難することができました。 

命は、一人に一つしかありません。だからこそ、自分の命を大切にする行動ができる

とともに、友達や家族の命を守る行動ができる人になってほしいと願っています。 


